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　　The　authors　have　s加died　on　PCT（Pretensioned　Cable　Truss）from　about　ten　years　ngo．

　　As　a　rEsult，　it　has　been　mnde　clear　that　wind　resistance　of　PCT　is　excelle耐　Imd　its

disp［acem聞t　with　live　load　is　very　smal1．

　　Since　such　properties　are　good　‘or　the　construction　of　bridge，　they　nttempted　to　construct

the　conorete　arch　bridge　by　means　o「prefabricated　members　wilh　PCT，　Ilnd　a　beUer　resu】t　was

obtained　in　the　experiment　with　this　method　than　ordinary　methods．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同時に問題点について検討を行なう。
　　1．　ま　え　が　き

　　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．模型2ヒンジコンクリートアーチ橋の毅計と製作
　　我国には狭い入海や，深い渓谷が多く，橋梁を架1設す

　　る場告，地形的にコンクリートアーチ橋に適した所が各　　　　ユ）設計について

　地にみられる。コンクリートアーチ橋は形が美しいこ　　　模型としては人道橋程度のものを考えた。設計条件は

　　と、維持費を要しないことなど優れた特徴を有している　　　スパン8m，幅員0・8m，荷甫は各脚柱に300　kgの

　にもかかわらず，近年、実際に架設された例は少ない。　　　集中荷∫Rが作用するものとした。以上の条件で設計した

　　この主な原田としてはアーチコンクリートの現場打ち作　　　アーチ橋の形状・寸法を図一ユに示す。アーチのタイプ

・　業がむずかしいこと，また，支保工となるアーチセント　　　は架没時の変形を吸収できるように2ヒンジアーチと

　ルの架設に多くの腔用と時間を要することなどが考えら　　　し，ライズは既設の丁一チ橋2｝を参考にして1・2mに

　れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定めた。また，アーチの形は左右対称とし，各節点が2

　　筆者らは数年来，PCTについて研究を頂ねてきた。　　　次放物線上にあるように定め，節点間は軸線が直線とな

　　その結果，PCTはケープルを用いた構造物であるにも　　　るようにしている。しかしながら，節点間隔が短いから

　かかわらず，荷」Eによる変位が小さいこと，また，耐風　　　設計計算は放物線形アーチとして行なった。

　性が優れていることなどの利点を有することが明らかに　　　　さて，アーチのブロック割りは，まず．幅80cmの

　なったu。そこで，このPCTを用いればコンクリート　　　アーチを橋軸方向に4本のアーチリングにたて割りし，

　　アーチ橋を，適当な寸法のプレハブ部材に分割して架設　　　さらに，それを図一ユに示すように7個に分割した。各

　することができないかと考え，実際に模型を作製して架　　　部材の重呈は30～50kgとなった。

　設実験を行なってみた。以下，模型足験について報告し，　　　本模型アーチ橋はスパンの割にライズが小さいため・
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図一1　模型アーチ橋の形状・寸法

荷「nの載荷状態によっては節点部のアーチ下而にわずか　　　などを表一2に示す。

ではあるが引張応力を生じる場合がある。しかしなが　　　　コンクリートの打設要領は，まず，図一1に斜線で示

ら，部材の接合而は節点の位置から水平距離で20～40　　　した部分のコンクリートを打ち，3日後残りの部分を打

cm離して設けており，また，各部材は襖鉄筋部材とし　　　設した。その際，接合而は先に打設し硬化したコンクリ

てφユ3mmの異形丸鋼を上，下に2本配置しているか　　　一1・而に離型；刊を塗布して型枠とした。この様にすれば

ら，破壊に対する安全は充分である。なお，本実験の場　　　接合而は緊密になり，架設時にくるいはほとんど生じな

合は接合而に段を設けただけで，別に補強構造は設けな　　　かった。写真一1はアーチリング2本分の型枠を組み，

かったが，実橋の場合は鉄筋の重ね継手3），接若剤塗布41　　あらかじめ組立てておいた鉄筋をセットしたところであ

などの方法を用いて補強する。　　　　　　　　　　　　　る。写真一2に製作した各部材を示す。なお，養生は空

　橋床部は市販されているPC板（5cmX30cm×200　　1－1：1にて行なった。各部材の両端部には横締め用の穴をあ

cm）を敷き並べるだけの構造とし，これを脚柱で支え　　　けている。各節点には現場打ちコンクリートとの打継目

ることにした。申央部の脚柱は極めて短くなるため図一　　　補強用の鉄筋を・また，両端部の部材にはヒンジ部との

1に示すようにアーチ部材と一・体にしている。4本の脚　　　辿結用ボルトをうめこんでいる。ヒンジ部分の構造を

柱はそれぞれ1ブロックの部材とし，その立上り部のコ　　　図一2に示す・アーチに作用する柚力はチャンネルを介

ンクリートは現場打ちすることにした。また，アーチの　　　してヒンジに伝達される。

両端部のコンクリートも現場打ちすることにした。これ

らの現場打ち部を設けた理山は，架設時の誤差をそこで

捕正するためである。

　2）　プレハブ部材の製作

　各部材は人工軽1辻骨材コンクリートを用いて作製し

た。その配合を表一1に，また，諸強度および弾性係数

スラ1空気

ンプ　　賦

（cm）（％）

715。
　1

W／C

（％）

53 41h593・・736636α・5　　二遮W　蜜．

H二重L54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・・，　‘・，　　　パ　　　　ー㌧　　　　　　　　　　　．’二

表一2　コンクリートの性質　　　　　　　　　　在晦三　　　　㌫　　　　三

諸強度（kg／cm2）

圧∋引張
275 16

弾性係殻

（kg／cm2）

1．6×105

写真一1　アーチリング型
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ケ・一プ’しクし一ン　　　　　．

図一3　アーチ部材の架設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負担する必要はなくなり単なる足場となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iv）基ポアーチリングに｛ltli沽めして，順次その両側の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アーチリングを組立てて行き，アーチの架設を完了す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V）現場打ち部分のコンクリートを打設する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vi）脚柱を組立てる。

虜　　　　　、．、　1　⇒橋脚；を施工白・鱈田凝了する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一∴ノ亭1　　　　　　1）　架；没∫胃　PCT6｝
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、．．．∵　一’　・　．’1・’～｛　」・・下主ケープル（GX7HC・Umml燗）のサグは・・

　　二一・　　　　　　　　　　　・一　　”　∴！□　　　　ずれも0．8mとした。また，吊ケープ）レ本数は7本と

　　　　　顛一2プレハブ部材　　　　し，それぞれ1．鴇り2・・kgのブレストレスを誤し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。プレストレスの導入には両バックスティケープル
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　ii）両端ヒンジを設置する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真一3　架設実験用PCT

　iii）アーチの架設を開始する。実橋架設の場合の概略

図を図一3に示す。まず，ユ本のアーチリングを架設す　　　　　　　アイナ、．トビニ⊃レホ＿スストレィンゲ＿ジ㌧4K）

る。これを基本アーチリングと名付ける。基本アーチリ　　　　　　　　　／一　／一一　　／－2皿
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ングの架設の良否は以後の作業に大きく影響してくるか

計の際，基本アーチリングは自百だけでなく，その両側

のリングの重litも負担できるように設計しておく。PCT

ら酷に棚良く行なわ鮒オτぱならない・実橋で悶　　i
G三王峰ヒ1…≡i三〇
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は基本アーチリングの架設が完了すれば，最早，荷遮を　　　　　　　　　　　図一4　張　力　計
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繋溝．

写真一4　アーチ部材受台　　　　　　　　　　　　写真　一5　基本アーチリングの架設実験

討を用いて測定した。この張力計は筆者らが考案し，製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミニ　　びう
作したもので，比較的簡単に精度の良いしかも安価なも　　　　il｛

のができる。図一4にその概略図を示す。描桁位置はア　　　　位o

一チ下面から5～2°cm下碇め・写y』－4‘こ示すよう　r、，’　　　一、5

な部材受台を取付けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α54726

2）基本アーチリングの架設実験およ礁1；賭察　　　　ll　　．m
　本実験では接合部の補強は考えていないが，実橋の場　　　　　0　　●　　　　　　　α5

合にはなるべく接合部を補強し各部材を…体のものにし　　　　一6　　　　11：ωf2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
なが肛事を進めて行くことが望ましい・したがって・　°5評f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0．5基本アーチリングを架設する方法として次の3つの場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
について実験を行なった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’●●　　川：m◎③　一】・0
　（A）片側から接合部を補強しながら架設する場合　　　　　一田　　　　　　　　　　05

　（B）両側から接台部を補強しながら架設する場合

（C）〈・ら接鍋を補強せず1・職する場合　　一1：：＿566　°
本実験では，（A）（B）の場合に1ま麟の補強構を設　　　川日　．．、，

けた。すなわち図一5に示すように，横締めボルトで両　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
渦にアタ・チメントを取付け’こオτをボルトで締めて・　．。，

接合部にプレズトレスを与えることによって補強した。

実験中の状況（（C）の場合）を写真一5に示す。各架　　　　一1・o

部材接合而
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一6　受台の鉛直変位（A）の場合
　　　　　　　　　部材接合而　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1，∬，…；架設状態稀・号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一一丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　設段階で受台の鉛直変位と上主ケーブルの水平張力変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も§　　　を測定した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i」　図㌘蕊：《鷲灘：竃¶難灘㌶

離滋灘響羅鍮　限三糞法灘つ煕㌘値三鷲㌘

「　　　　・　　’　　・　　－　　1　」　　　　　受台の最大鉛直変位を両側から架設する（B），（C）

一　　　　材架試の氾汀と＿もにく口に作用つる何頂は変っLくる
⊥　からその値もそれぞれ示した。

　頃

＼L二．14。1　　の場合と湘jから鰯る（A）の胎について比較
横締めボルト　　　　　　　　　　　　　　すれば，後者の方が前者の2倍弱となり，それだけ架設

図一5　接合部の補強　　　　　　　　　中のアーチにくるいが生じ易いことになる。また，実際
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　接合部を補強する（B）の場合と，補強しない（C）　　　　　丞
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部を補強したから，各部材が一・体となって，1本の曲り　　　　　㎏

ばりとしての剛性をもってくるためと考えられる。架設　　　　　　1800

中の部材がはりとしての働きをすることは，軸力が卓越

するものとして設計されたアーチ部材に曲lfが卓越して　　架続状態①⑪⑪㊥
くることになり好ましくない。したがって，　（C）の場

合のように架設中は鮒酬理な励甦じないよう　　図一9さ㍍7；‡‡平融変化

に，接合部を補強しないでおくか，または，補強する場

合でもヒンジ粥造にしておき，金部材が架設されてから　　　いずれの場合も架設の進行とともに漸増し，同じ楳な増

完全に補強して基本アーチリングを完成させるのが良い　　　加傾向を示した。

と考えられる。なお，図一6，7両図において，全部材　　　　3）アーチ橋の組立て

を架設した場合はアーチ作用によっていく分自屯を負担　　　　基本丁一チリングの架没が完了すれば，その両側のり

するから，理論値と実測値1こ差が生じている。　　　　　　ングは描諦めして，基本アーチリングにもたせながら組

　次に，各場合の上主ケープルの水平張JJ変化を図一8，　　立てを行なった。架設したアーチおよびヒンジ部の状況

9にそれぞれ示した。PCTの特徴の一つとして，下主　　　を写±‘｛－6．7に示す。この徒．現▲L｝打ちコンク1，一ト

ケープルが荷’忙を負狙するから上：ヒケーブルの張力増加　　　を打設して．脚柱部付を細立て・さらに，その」二に床良

ほ小さいd計算値と宝測値との1川にわずか差があるが，　　　をわたしてアーチ橋の架1’言を完丁した。完成した模型ゴ
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写真一6　アーチの架設完了

写真一7　ヒンジ部の概造
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写真一8　模型プレハブコンクリートァーチ橋

レハブコンクリートアーチ橋を写真一8に示す。前述し　　　論値が良く合っているが，生じる（b）の場合はかなり

たようにコンクリートアーチ橋は非常に美くしい線形を　　　違っている。この原因は，接合部にあそびがあったため

示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えられる。しかしながら，実橋では接合部を捕強す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るから，期待通りの剛性を充分もたせることができるも
　5’模型橋の臓荷試験　　　　　　　　　　　　　　　　のと考えられる。また，現場打ち部をア＿チのクラウン

　模型橋の完成後，載荷試験を行なった。荷重は大きさ　　　にもってきて，ジャッキを挿入して圧力を加え・あらか

65kgとし節点の真上に載荷した。種々の載荷状態につ　　　じめ接台部のあそびをなくしてコンクリートを打設すれ

いて，各節点直下のたわみを測定した。　　　　　　　　　　ば・より一屑・補強効果をあげることができる。

　実測値および理論たわみ曲線の例を図一10に示す。　　　　”

アーチに引張応力の生じない（a）の場合は実測値と理
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㍗㍗㍗　　L麟二驚：濃㌶：要する点蹴
　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛）運搬，架設が容易にできるブロック割りの方法

　　　　　　゜°　　　　　　ii）アーチ部材の架設時応力
（のアーチに引張応力が生ヒない場合　　　　　　　　iH）接合部の補強方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などであるdそれらについては，現在，研究を続行して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。終りに，終始，適切なる御指導を戴いた渡辺明教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授に深く感謝の意を表する。
　　　　65kg　　65㎏
・　●　1’　　1
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　参考文献

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　渡辺，出光、大神，飯田：“プレテンシ1ンドケ
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一プルトラス構成による橋梁架段新工法に関する研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究”土木学会論文集，第153号，昭43，6．

栖）一引嚇‥丁瓢　：還1：誉㌘1∴㌘
　　　　　図一10アーチ橋のたわみ曲纏　　　　　　　　　　ね継手に関する研究”コンクリートライプヲリー第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14号．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　宮内：αプレキャストプロック工法”土木学会誌
　6．あ　と　が　き
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模型実験を行なってみた結果・ン列一トアーチ橋　　5）後隔畑・大槻・新村・非鞠有融形法にょ
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の架設に本工法を用いれば，支保工となるアーチセソト
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なくなるから，従来の方法にくらべ少ない労力で，迅速　　　　　解析”九州工業大学研究報告，第27号，昭48，6．

かつ安全に工事を行なうことができるものと考えれる。


